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川
か わ い

合 裕
ひ ろ

也
や

工務部　第十すがわら丸船長

知
り
合
い
が
菅
原
組
で
働
い
て
お
り
、
そ
の
紹
介
で
平

成
１
７
年
５
月
に
入
社
し
て
今
年
１
５
年
目
で
す
。

道
南
松
前
町
に
生
ま
れ
育
ち
、
子
供
の
頃
か
ら
海
が

身
近
で
大
人
に
な
っ
て
働
く
の
だ
っ
た
ら
、
海
で
仕
事
を

し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
縁
が
あ
り
菅
原
組
に
入
社
し

た
。
入
社
後
、
働
く
人
と
そ
の
家
族
ま
で
大
事
に
し
て
く

れ
て
い
る
考
え
方
に
共
感
し
、
会
社
が
好
き
に
な
っ
た
。

一
級
小
型
船
舶
操
縦
士
の
資
格
を
取
得
し
、現
在
は
第

十
す
が
わ
ら
丸
の
船
長
を
し
て
い
ま
す
。

船
長
と
し
て
は
新
米
な
の
で
と
に
か
く
仲
間
の
命
を
預

か
っ
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
下

積
み
時
代
が
長
い
の
も
あ
り
時
に
は
厳
し
く
時
に
は
優
し

い
先
輩
方
の
指
導
の
お
陰
で
今
の
自
分
が
い
る
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

好
き
に
な
っ
た
会
社
の
た
め
に
頑
張
っ
て
自
分
も
会
社

の
「
人
財
」
に
な
っ
て
恩
返
し
を
し
た
い
と
考
え
た
。
工

事
の
工
程
管
理
や
品
質
管
理
、
安
全
管
理
な
ど
経
験
を

積
み
自
分
に
出
来
る
資
格
取
得
の
た
め
に
、２
年
前
か
ら

土
木
施
工
管
理
技
士
の
資
格
取
得
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
た
。
１
年
前
は
、試
験
の
３
か
月
前
か
ら
勉
強
を
始

め
学
科
試
験
に
は

合
格
で
き
た
が
、
実

地
試
験
は
残
念
な

結
果
に
終
わ
っ
た
。

今
年
は
絶
対
合

格
す
る
ぞ
！
と
強
い

意
志
を
も
っ
て
、
試

験
の
６
カ
月
前
か

ら
毎
日
１
時
間
の

勉
強
を
積
み
重
ね

て
試
験
に
挑
ん
だ
。

結
果
、見
事
合
格
を

つ
か
み
取
っ
た
！　

入
社
し
た
経
緯

資
格
取
得
の
た
め
勉
強
も
頑
張
っ
て
い
る

合
格
発
表
日
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
分
の
受
験
番
号

を
見
つ
け
た
時
は
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。
諦
め
な
い
で

６
カ
月
間
勉
強
を
続
け
た
甲
斐
が
あ
っ
た
。

仕
事
の
や
り
が
い
は
、
着
工
前
に
見
た
場
所
が
段
々
と

キ
レ
イ
に
出
来
上
が
っ
て
い
く
の
を
見
て
こ
の
仕
事
に
携

わ
れ
て
良
か
っ
た
な
〜
！
と
い
つ
も
思
う
こ
と
で
す
。工
事

が
完
成
し
た
時
の
達
成
感
も
ハ
ン
パ
な
い
で
す
。
あ
と
は

操
船
も
好
き
で
す
。
常
に
自
然
と
に
ら
め
っ
こ
し
な
き
ゃ

い
け
な
い
か
ら
大
変
な
時
も
あ
る
け
ど
、
臨
機
応
変
に
対

応
し
て
、
や
っ
た
ぞ
！
っ
て
気
分
に
な
り
ま
す
。

工
事
を
早
く
安
全
に
終
わ
ら
せ
、お
客
さ
ん
か
ら
菅
原

組
は
良
い
仕
事
を
し
て
く
れ
る
、
ま
た
頼
む
ね
！
と
言
わ

れ
る
事
が
一
番
う
れ
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
後
の
目
標
は
、社
長
か
ら
も
お
っ
し
ゃっ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
向
上
心
を
持
ち
続
け
て
、さ
ら
に
上
の
資

格
取
得
を
目
指
し
て
頑
張
る
こ
と
で
す
。必
要
な
経
験
年

数
を
積
ん
で
、
次
は
1
級
土
木
施
工
管
理
技
士
取
得
に

向
け
て
勉
強
を
続
け
る
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
入
っ
て
く
る

船
舶
乗
員
の
見
本
や
目
標
に
な
れ
る
よ
う
な
存
在
に
な

り
た
い
。 今

後
の
目
標

Interview of the company newsletter

おかげさま 
VOL . 6VOL . 6
2020年3月号2020年3月号

▲合格証を手に嬉しそうな笑顔の川合さん

▶
船
を
操
船
す
る
川
合
さ
ん



開　　催　2019年8月19日(月)、12月26日(木)
　　　　　9:00～17：00
場　　所　函館建設業協会
参加人数　8/19  8社33名、  12/26  10社31名
講　　師　（株）クラーク総研
　　　　　事務局 管理本部長　小林弘和

①若手としての基本を磨く！！基本動作トレーニング
②若手社員の基礎力チェックテスト
③グループワーク「自分を磨き、チームに貢献する人材に
　なるための具体策づくり」
④グループワークの発表「自分を磨き、チームに貢献する
　人材になるためのセルフ・マネジメント」
⑤報連相打+確トレーニング
⑥セルフ・マネジメント力アップのための行動計画づくり
⑦スキルアップに向けた取り組みと決意
⑧レポート作成

開催報告
若手社員スキルアップセミナー若手社員スキルアップセミナー

若手社員としての基礎力を習得し、仕事力に磨きをかけて成長していく
ことを目的として、８月１９日と１２月２6日の２日間開催しました！
菅原組社員、菅原組災害防止協力会会員企業、異業種などからも複数の
会社が参加されましたのでその様子をご紹介します！

「自分に足りないことに気付くこと、目標を明確にすることができた」
「他社の方が印象の良い話し方をしていたため、吸収して活用していきたい」
「色んな事を話し合っていれば、ミスや事故が減る。話し合いによって、その人の考えや気持ち
も理解できるようになり、仕事をやりやすく楽しくできるようになる」
「コミュニケーションが大事。成功も失敗もコミュニケーション次第」
「問題解決能力を高め、何事も諦めないでコツコツ努力することがプロフェッショナルへ導く」
「こういったセミナーに参加させてくれた会社に感謝。業務をこなす課題が見付けられた気が
する。もっと視野を広げていきたい」
「他業種の方との交流がとても刺激になった。機会があれば次回も勉強させて頂きたい」

参加者からの声

POINT

（１）“組織の一員としての心構えとあるべき姿”の認識
（２）社会人としての基本姿勢・基本知識を強化する
（３）仕事の基本の完全体得
（４）仕事で求められるコミュニケーション力の強化
（５）弱点を克服し、強みを活かすセルフ・マネジメントの習得

内容

仕事の基本知識の習得と自己管理能力の養成

セミナーの目的



概 要

作業に当たり気をつけるポイント

地元との協力

あんな現場やこんな
現場、あなたの知らな

い現場や事例につい
て

このページで紹介し
ちゃいます！あんな現場やこんな
現場、あなたの知らな

い現場や事例につい
て

このページで紹介し
ちゃいます！

❶

作業にあたっての感想

概 要

作業に当たり気をつけるポイント

白老町PR

大変だった所

あんな現場やこんな
現場、あなたの知らな

い現場や事例につい
て

このページで紹介し
ちゃいます！あんな現場やこんな
現場、あなたの知らな

い現場や事例につい
て

このページで紹介し
ちゃいます！

作業にあたっての感想

キタムラサキウニを対象とした餌料藻場を造成することが目的。
囲い礁　  A=4,740㎡
囲いブロック工 N=74個
石材工  V=4,266㎥

ブロック製作時での安全面では、すべてクレーン作業で行った
ため、クレーン災害・挟まれ災害防止に努めました。
ブロック運搬時の安全面では、冬期間であったため運搬路の見
通しが悪いので、交通誘導員を1名増員し2名配置しました。
又、運搬時は徐行・左右確認を徹底するよう周知しました。
ブロック据付時の安全面では、玉掛完了時の合図後の安全な
場所への退避を徹底するように周知しました。
石材投入時の安全面では、潜水士による投入指示で行うため、合
図の確認(有線電話による合図)を徹底するように周知しました。
品質面では、型枠と型枠の隙間からモルタルが漏れないように
間隙材を使用し、出来映え向上に努めました。

ブロック据付及び石材投入箇所の穴澗地先(函館漁港の近く)
は、比較的海象が良く条件が良い場所ですが、凪が良い時は、
アワビ漁があり時間的制約がありました。
海上作業前に地元工
事説明会を行ったた
め、漁業関係者はと
ても協力的で良かっ
たです。 

今回初めて、囲い礁の工事を担当しました。
過去に同種工事経験のある同僚からのアドバイスを参考にして
工事を完了することができました。
ブロック据付・石材投入作業が12月からだったので、目標工程
(年内完成)に間に合うかハラハラしましたが、第七すがわら号の
艤装(スパッド取付)及び関係者の協力で目標工程内に終わり、
ほっとしました。

ヤマダ　  　ヒロト

北海道津軽海峡地区根崎入舟増殖場造成工事 工事部主任 山田 洋人さん
スズキ　　  シュウジ

工事部主任 鈴木 修二さん
現 場 名 メ ン バ ー

着 工 日
完 成 日

令和元年8月23日

令和2年1月20日

被災を受けた離岸堤の改良復旧のため。
離岸堤(№16) L=78.2m
　本体工  L=78.2m
　基礎工(被覆工) L=100ｍ
　構造物撤去工 1式　
　本体BL(ｺｰｹﾝBL:60t・45t)
　被覆BL(ﾋﾞｰﾊｲﾌﾞ10t)

離岸堤(№20) L=83.0m
　本体工  L=83.0m
　基礎工(被覆工) L=100ｍ
　構造物撤去工 1式　
　本体BL(ｺｰｹﾝBL:60t・45t)
　被覆BL(ｾｯｶﾌﾞﾛｯｸ16t)

①ブロック製作時には、大型のブロック(60t、45t)で高所での作
業が多く、転落・墜落する危険があるため、型枠組立、脱型
時に安全帯を掛ける為のワイヤーをあらかじめすべての型枠
にセットし作業を行いました。

②ヤードが狭く接触事故の危険があるため、クレーンの配置や
生コン車の経路等をカラーコーンで明示しました。

③運搬積込時には、玉掛者がブロックに接触する危険があるた
め、合図前の人払い確認を徹底しました。

④据付時には、ダイバーとの合図確認を徹底し、挟まれ事故を
防いでいます。

⑤夏場には熱中症の危険があるため、現場内に熱中症指数モニ
ター(みはりん坊)を設置して、休憩用のテントを設置し塩飴や
スポーツドリンクを用意しました。

据付場所は、太平洋側でうねりが強く、作業船をセット出来ても据付作
業が出来ず、気象海象の状況で作業を変更することもあるため、予報
と現状の判断で毎日朝早くからの打ち合わせが必要で苦労しました。
又、白老港には積込岸壁が3箇所と少なく、最大8隻の起重機船(200t吊
～400t吊)のほか、商船も利用するので、他工区との連携も必須で、時
間単位での工程を考えて打ち合わせが必要でした。太平洋側は冬季に
海象条件が良くなるので、寒さと、朝暗いうちから夜暗くなるまで足
元に注意し作業しなければならない所が大変です。

今年で2年目の白老地区での現場担当でした。今年は昨年と違い、海
象条件が悪く低気圧による被災も受けました。他工区では工程が遅
れているところもあるようですが、当現場は工程がピッタリはまり、進
捗を伸ばせて工期内完成が見えたので一安心しています。　　　　
あと少しなので、最後まで気を抜かず、無事故で終わらせます。

例年６月上旬に『白老牛肉まつり』が開催されます。
私も参加しましたが、白老牛のバーベキューはめちゃくちゃ
美味しいです。皆さんも是非参加してみてはいかがでしょうか？
５月開催のウポポイ見学ツアーにも皆さん参加してね～！！

29年災55号白老海岸災害助成工事5工区(繰越)
現 場 名 メ ン バ ー

着 工 日
完 成 日

平成31年3月29日

令和2年3月10日

▲起重機船による囲いブロック据付 ▲幻想的な朝陽と毛嵐

▲2019 元気まち
　しらおい港まつり

▲作業所の仲間と焼肉

▲白老牛

▲ブロック据付状況

▲熱中症対策用品
熱中症対策テントで
休憩する仲間たち▶

▲起重機船と毛嵐

寒いのに外で食べる
カップラーメンが美味しい！▲

▲囲いブロック据付完了

▲起重機船による石材投入

▲石材均し状況

▲囲いブロック製作完了

事故防止のために

▼打合せ中



部の
紹介

《大船渡営業所》
それぞれの部門で個性を発揮する仲間たち。そこではどんな
業務が行われているの？自慢できるところは？知っているよ
うで知らない、みなさんの職場の様子を探ってみましょう！

大船渡営業所
わかやま　　 あきひさ

若山 明久さんに
聞きました!

メンバー

主な業務

理本部の管理下となる部所で県内外工事の
営業や施工支援、社内業務の中継、宿舎施

設の維持管理、地元との調整を行っている。 営業
所の活動としては 8 年、東日本大震災後の翌年か
ら開設しスタートして現在は、地元業者から大手
建設会社に至るまで営業を展開しています。

管

営業所の取組み

船渡工程連絡会を週１回営業所で行ってい
ます。各現場の状況がどうなっているかや

作業班、重機械船舶の配置を全員で確認し無駄
なく現場を進める場としています。また本社から
の情報を周知確認しています。
復興予算も来年度で一区切りとなり、現在は残る
工事の完成と新たな国の政策による国土強靭化
計画にからむ工事の受注を目指して営業活動を
進めています。

大

大船渡で過ごして感じたこと

海道の元請け工事で培った施工管理技術
を元請けへ提供できている事や、船舶の機

動力と協力業者の技量を岩手県の地で思う存分
発揮してくれ、営業がしやすく地元業者も歓迎し
てくれています。 
東日本大震災の影響で壊滅に近い状態の中、復
旧復興に来た我々を地元住民は今も暖かく接し
てくれています。 
また、地元との交流（祭りの参加、大船渡ゴルフ倶
楽部を立ちあげての交流、ソフトバレー大会の参
加、釣り同好会）は、良い繋がりを持てる場として
います。 

北

大船渡ってこんな街

船渡市は、岩手県の沿岸南部に位置し、三
陸復興国立公園の代表的な景勝地として

知られる碁石海岸や三陸沿岸の最高峰五葉山県
立自然公園など、自然豊かで風光明媚な人口約4
万人のまちです。
夏は涼しく、また、冬にはほとんど積雪が見られ
ず、比較的温暖な心地の良いまちです。なかで
も、碁石海岸は「日本の渚百選」などに選ばれて
います。（大船渡市役所HPより）

大

所長代理
※大船渡に赴任して 7 年目

※育休中 地元採用で 4 年

きたばたけ　　てつじ

北畠 哲治
所長

わかやま　　あきひさ

若山 明久

事務係
ささき　　　　　  えりな

佐々木 江梨菜
▲北畠さん

▲大船渡営業所　宿舎▲営業の打合せ

▲港まつり(道中踊りへの参加) ▲大船渡ゴルフ倶楽部コンペ ▲釣り同好会 ▲戸田建設さんと交流会

▲ソフトバレー大会への参加

▲大船渡営業所のようす

▲末崎宿舎

大船渡市の花である椿は毎年1月後半～
3月上旬頃に見ごろのピークを迎え、同時
期には毎年「つばきまつり」が開催され賑
わっています。大船渡のお土産と言えば、
大自然に遊ぶ鴎をモチーフにした「かも
めの玉子」が有名です。調べてみると大
船渡市の鳥が「うみねこ」でした。
ご当地グルメでは、全国有数の水揚げを
誇るさんまを使った「秋刀魚ラーメン」
や、「さんま照り焼きバーガー」など様々
な嗜好を凝らしたものがあります。
海産物では牡蠣、ほや、ホタテにワカメ、
秋刀魚などどれも美味しいですよ！
函館から大船渡へは、新幹線で盛岡ま
で約2時間、盛岡から大船渡まで車で約
1時間40分です。国道は北海道と違い上
り下りやカーブが多く道幅も狭いため安
全運転が必要です。
これから温かくなり、行楽シーズンにな
りますので、是非遊びに来て下さい。



私は今回はじめて合同企業研究会に企業側として参加しました。
そこで感じたのは、多くの企業が参加している中で自分たちの
ブースへ呼び込むだけでも大変で、学生さんを黙って待ってい
ても誰も来てはくれないということでした。
学生さんの多くは大手有名企業にしか興味がなく、自ら進んで
名前も知らない中小企業に足を運ぶ人はほぼいません。数あ
る会社の中から菅原組が選ばれるためには、「他の企業との差
別化を図る」ことが大きいポイントになると実感しました。
そこで私たちは中小企業ならではの「手作り感」にこだわり、あ
えて手書きでウェルカムボードをつくったり、工事部小笠原さ
んがパワーポイントの資料や現場作業員の一日の様子の動画

▲手作りウェルカムボード

感 想

＼こんな活動、知
ってた！？／

採用活動レポー
ト

採用活動レポー
ト

国立大学法人 室蘭工業大学
      合同企業研究会

労働人口が減少傾向にあるなかで、市内だけではなく道内・
道外の方にも積極的に採用活動をしなくてはいけないと思
います。そのためには、市外の方が住んだことのない街に来
ることを考えて、函館市の魅力や、社員を大切にしてくれる
会社で福利厚生がしっかりしていることなど安心して函館
に来ていただけるよう魅力をたくさん伝えていきたいです。
また菅原組の社内雰囲気を知ってもらうためにも、工事部に
はインターンシップや現場見学会などでのご協力をよろしく
お願いいたします！

今後に向けて

管理本部　部員

三浦 杏香さんに 聞きました！

当社で一緒に働く仲間を増やすために
行なっている採用活動を紹介します。
要チェックお願いします！

当社で一緒に働く仲間を増やすために
行なっている採用活動を紹介します。
要チェックお願いします！

日 時　   　　　2019年11月2日（土）14：00～18：00
参加メンバー　小林部長、小笠原聖さん、三浦杏香さん
場 所　  　　　 国立大学法人 室蘭工業大学
スケジュール 13：00　入場

14：00　開始
★１回 30 分で５回の説明会を行いました
18：00　終了

を作成したりと、菅原組の魅力と
カラーが 伝わるような様々な
工夫を凝らしています。

▲こだわりのブース！

その結果、今回の合同企業研究会では他の企業に比べ
て非常に多くの学生さんが聞きに来てくださいました。
今後も学生さんが説明を聞いてくれるだけでも有難いと
いう気持ちを忘れずに、もっと菅原組を深く知ってもらえ
るよう工夫していきたいです。



HAPPY BIRTHDAY TO YOU！
3月生まれの皆さんをご紹介します。

工事本部  工事部課長
 ふ じ も と 　 ま さ ひ こ

藤本 昌彦さん3
3

取締役  管理本部長
 こ ば や し 　 ひ ろ か ず

小林 弘和さん13
3工事本部  工務部

  さか い 　 とおる

酒井 徹さん5
3

わくわくNEWS

創業６５周年記念グアム社内旅行の説明会を開催します！

JTBの経験豊富なスタッフから現地情報を教えてもらえば、
より旅が楽しくなる♪

ご旅行前の疑問も解決します！
ご家族の皆さまもどうぞご参加ください。

５月７日（木）16：30～17：00日 時
（安全・品質・環境大会終了後に開催します）

ホテル函館ロイヤル会 場


